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第 I 部(第 1 章と第 2 章)は本研究の導入とした。第 1 章では学習障害と発達性読字障害の概
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原因として音韻意識 (phonological awareness) の障害説が有力であるが、本論文では、「かな」
の場合は処理する文字量に比例して文字一音韻変換 (decoding) に時間がかかるが、「漢字」では
そのような関係が見られないことを実証した点は高く評価できる。
第 3 点は、前述のモテ、ルに基づ、いて、学校での指導につながる認知神経心理学的読宇評価法を
作成したことである。この評価法は、内外の諸検査を比較した上で練り上げられ、教師の使いや
すさとともに子どもの負担も最小限に抑える工夫が施されており、まさに、今後の幅広い活用が
期待されるスクリーニング・テストであると評価できる。
第 4 点は、成人失読の訓練法の一部が読宇障害児にも有効であることを示した点である。失読
の訓練の主眼は、読む(音読する)ことよりも文の意味の理解を向上させることにあり、読宇障
害児に対してもそのようなアプローチを取り入れることの意義は少なくない。彼らにとって一番
苦手な音読訓練を強いることなく、意味やイメージを介して理解を促進し、間接的に語音に結び
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つけることができれば、達成感を味わうことができ、学習への動機づけも高まることが期待され
る。
一方、本論文で提示されたモデ、ルにおいて「漢字」と「かな」は同じ機能単位に含まれており、
処理上の違いが明確ではないこと、また、モデ、ルに基づ、く読字障害児のスクリーニング・テスト
の弁別力が示されていないことなどが、今後の課題として残された。
このように、残された課題はあるものの、本論文は発達性読字障害の認知神経心理学的メカニ
ズムの解明に寄与し、かつ、理論に基づいた教育実践に資するものであり、斯学の発展への貢献
は大である。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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